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「
芦
引
絵
」
の
基
礎
的
分
析 
―
―
錯
簡
の
訂
正
を
中
心
に
―
― 
藤
田 
紗
樹   
は
じ
め
に 
  
「
芦
引
絵
」（
逸
翁
美
術
館
蔵
）
は
、
室
町
時
代
成
立
の
紙
本
着
色
全
五
巻
の
絵
巻
物
で
あ
る
。
本
絵
巻
は
、
比
叡
山
東
塔
の
僧
侶
侍
従
君
玄
怡
と
興
福
寺
東
南
院
の
稚
児
若
君
の
恋
愛
譚
『
あ
し
び
き
』
を
題
材
と
し
て
い
る
（
１
）
。『
あ
し
び
き
』
の
絵
巻
物
は
、『
看
聞
日
記
』
や
『
実
隆
公
記
』
な
ど
に
登
場
し
、
室
町
時
代
を
通
し
て
広
く
享
受
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
史
料
上
で
は
、「
足
引
絵
」
や
「
葦
曳
絵
」
な
ど
様
々
に
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
あ
し
び
き
』
の
絵
巻
の
総
称
を
「
あ
し
び
き
絵
」
と
表
記
し
、
史
料
上
お
よ
び
現
存
の
特
定
の
絵
巻
を
指
す
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
表
記
に
従
う
こ
と
を
は
じ
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
。 
 
現
存
す
る
「
あ
し
び
き
絵
」
は
、
逸
翁
美
術
館
所
蔵
の
「
芦
引
絵
」
の
み
で
あ
る
が
、
「
芦
引
絵
」
が
史
料
上
の
「
あ
し
び
き
絵
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、「
芦
引
絵
」
は
絵
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
散
見
す
る
が
、
そ
の
訂
正
作
業
は
一
部
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
を
多
く
残
す
。 
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
芦
引
絵
」
の
錯
簡
の
訂
正
を
行
い
、
本
来
の
姿
を
復
元
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
絵
巻
に
名
所
絵
の
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
の
「
あ
し
び
き
絵
」
研
究
の
足
掛
か
り
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。 
一 
史
料
上
の
「
あ
し
び
き
絵
」
と
「
芦
引
絵
」 
  
ま
ず
、
史
料
上
の
「
あ
し
び
き
絵
」
と
、「
芦
引
絵
」
の
現
状
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
史
料
に
登
場
す
る
「
あ
し
び
き
絵
」
は
【
表
1
】
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
あ
し
び
き
絵
」
の
初
出
で
あ
る
①
は
、『
看
聞
日
記
』
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
六
月
二
五
日
条
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
作
事
情
が
知
ら
れ
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
比
叡
山
の
什
宝
で
あ
る
「
足
引
絵
」
五
巻
（
以
下
、
叡
山
本
）
が
、
日
記
の
著
者
貞
成
親
王
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
巻
四
の
詞
書
の
出
来
が
良
く
な
い
の
で
、
貞
成
に
揮
毫
を
依
頼
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。叡
山
本
は
、絵
を
粟
田
口
隆
光
が
担
当
し
、詞
書
を
堯
仁
法
親
王
、「
室
町
殿
」、
「
清
水
谷
（
２
）
」、
題
箋
を
後
小
松
院
が
染
筆
し
た
絵
巻
で
あ
っ
た
。
②
は
、
①
の
叡
山
本
を
、
後
花
園
天
皇
が
絵
を
模
写
し
て
制
作
し
た
絵
巻
で
あ
る
。
③
、
④
の
『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
登
場
す
る
「
あ
し
び
き
の
ゑ
」
は
、
①
の
叡
山
本
と
考
え
ら
れ
、
⑥
『
言
国
卿
記
』
の
「
葦
曳
御
絵
」
は
、
②
の
後
花
園
天
皇
が
描
い
た
「
足
引
絵
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
３
）
。
⑨
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
「
蘆
曳
巻
物
」
に
つ
い
て
は
、
絵
が
土
佐
光
信
、
詞
書
が
堯
胤
法
親
王
に
よ
る
も
の
と
記
さ
れ
る
が
、
や
や
時
代
の
降
る
史
料
で
あ
り
、
内
容
の
真
偽
は
慎
重
に
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
全
五
巻
構
成
と
い
う
点
は
、
叡
山
本
と
一
致
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
史
料
の
「
あ
し
び
き
絵
」
に
つ
い
て
は
、
相
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互
関
係
は
不
明
で
あ
る
。 
 
次
に
現
存
の
「
芦
引
絵
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
絵
巻
の
構
成
、
法
量
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
巻
一 
詞
・
絵
各
七
段
（
二
九
．
〇×
一
三
〇
四
．
五
㎝
） 
巻
二 
詞
・
絵
各
六
段
（
二
九
．
〇×
一
三
五
七
．
九
㎝
） 
巻
三 
詞
・
絵
各
六
段
（
二
九
．
〇×
一
四
四
四
．
六
㎝
） 
巻
四 
詞
・
絵
各
五
段
（
二
九
．
〇×
一
二
四
四
．
一
㎝
） 
巻
五 
詞
・
絵
各
七
段
（
二
九
．
〇×
一
五
九
九
．
三
㎝
）
（
４
） 
 
本
絵
巻
は
、謄
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
梅
津
次
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。氏
は
、
「
斯
本
の
絵
は
一
紙
の
長
さ
は
甚
だ
不
揃
な
極
め
て
薄
い
料
紙
を
用
い
た
も
の
で
、
一
見
し
て
之
が
敷
写
し
風
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
推
定
せ
し
め
る
。
謄
写
の
態
度
は
比
較
的
慎
密
で
あ
つ
て
、
少
く
と
も
之
が
親
本
と
な
っ
た
も
の
の
俤
を
或
程
度
忠
実
に
伝
へ
得
て
ゐ
る
も
の
と
信
じ
て
差
支
な
い
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
そ
の
絵
様
か
ら
見
て
、
隆
光
筆
本
系
統
と
推
定
し
て
恐
ら
く
誤
り
は
な
い
」
と
、「
芦
引
絵
」
が
①
の
叡
山
本
の
写
し
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、
叡
山
本
か
ら
何
段
階
目
の
写
し
に
あ
た
る
か
は
不
明
と
し
て
い
る
。 
ま
た
、
氏
は
後
補
の
場
面
が
数
段
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
な
場
面
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
私
見
で
は
、
絵
の
具
の
色
や
画
風
の
相
違
か
ら
、
巻
一
第
三
段
、
巻
三
第
五
段
、
巻
五
第
六
段
が
後
補
と
思
わ
れ
る
。
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
「
描
写
力
の
薄
弱
さ
」な
ど
か
ら
、直
接
に
依
拠
す
べ
き
も
の
は
な
い
と
断
り
な
が
ら
も
、
室
町
時
代
中
期
以
後
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
松
茂
美
氏
は
、
詞
書
書
風
の
分
析
か
ら
、
制
作
年
代
を
後
土
御
門
天
皇
朝
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
と
す
る
。 
 
画
風
に
つ
い
て
は
、
梅
津
氏
が
巻
一
、
二
に
比
し
て
巻
五
の
筆
が
粗
い
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
が
、
こ
の
差
異
が
異
筆
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
は
保
留
し
て
い
る
。
確
か
に
巻
五
は
、
巻
一
、
二
よ
り
も
、
人
物
の
姿
態
に
ぎ
こ
ち
な
さ
が
あ
り
、
描
線
も
弛
緩
し
て
い
る
。
付
言
す
れ
ば
、
巻
三
も
巻
五
に
近
い
画
風
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
巻
の
中
で
も
段
ご
と
に
画
風
が
や
や
異
な
る
場
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
画
風
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
画
風
の
一
貫
性
を
損
な
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、全
体
的
に
統
一
が
と
れ
て
お
り
、同
一
工
房
内
で
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
こ
れ
ら
の
巻
と
全
く
画
風
を
異
に
す
る
の
が
巻
四
で
あ
る
。
千
野
香
織
氏
は
、
巻
四
の
み
が
、
土
佐
光
信
周
辺
、
あ
る
い
は
そ
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
絵
巻
群
と
画
風
が
近
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
６
）
。
ま
た
、
相
澤
正
彦
氏
も
、
本
絵
巻
に
つ
い
て
「
土
佐
光
信
風
が
濃
厚
」
と
述
べ
て
い
る
（
７
）
。
他
巻
の
人
物
が
、
や
や
頭
が
大
き
く
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
に
対
し
、
巻
四
の
人
物
は
、
安
定
し
た
長
身
で
描
か
れ
、
人
物
の
動
き
に
も
躍
動
感
が
あ
る
。
人
物
の
顔
貌
に
着
目
す
る
と
、
第
二
段
に
描
か
れ
た
継
母
の
顔
貌
【
図
1
】
は
、
土
佐
光
信
が
描
い
た
原
本
の
写
し
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
星
光
寺
縁
起
絵
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
巻
下
第
三
段
の
如
願
の
屋
敷
に
描
か
れ
る
、
袖
を
口
元
に
あ
て
て
い
る
女
性
【
図
2
】
と
よ
く
似
て
い
る
（
８
）
。
面
長
な
顔
、
太
め
の
眉
、
鼻
翼
を
や
や
離
れ
た
箇
所
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
強
調
さ
れ
た
鼻
、
二
重
瞼
で
黒
目
の
大
き
い
眼
な
ど
が
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
継
母
と
対
面
す
る
悪
党
僧
来
鍳
の
顔
貌
【
図
1
】
は
、
土
佐
行
定
筆
と
推
定
さ
れ
る
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
滋
賀
・
石
山
寺
蔵
）
巻
四
第
三
段
や
、
巻
四
第
五
段
に
描
か
れ
る
や
や
卑
俗
な
顔
貌
の
僧
侶
と
近
似
す
る
。
三
白
眼
で
ぎ
ょ
ろ
り
と
し
た
目
、
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大
き
く
開
か
れ
た
口
か
ら
の
ぞ
く
舌
、
頭
部
か
ら
額
に
か
け
て
ご
つ
ご
つ
と
し
た
質
感
を
示
す
輪
郭
線
な
ど
が
共
通
す
る
。 
巻
四
の
み
が
、
土
佐
派
の
工
房
に
よ
る
制
作
か
と
も
思
え
る
が
、
本
巻
も
料
紙
一
紙
ご
と
の
長
さ
が
不
揃
い
で
あ
る
た
め
、
他
巻
と
同
様
に
、
先
行
す
る
絵
巻
を
謄
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
巻
四
は
他
巻
と
同
時
に
写
さ
れ
、
土
佐
派
の
絵
師
が
写
し
た
ゆ
え
に
土
佐
派
の
画
風
が
表
れ
た
の
で
は
な
く
、
写
さ
れ
た
絵
巻
の
巻
四
が
、
土
佐
派
の
画
風
を
示
し
て
い
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
た
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
巻
四
は
「
あ
し
び
き
絵
」
が
土
佐
派
の
周
辺
で
も
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
本
巻
の
存
在
に
よ
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
史
料
上
の
「
あ
し
び
き
絵
」
の
う
ち
、
①
、
②
以
外
の
制
作
事
情
が
明
ら
か
で
な
い
「
あ
し
び
き
絵
」
が
、
土
佐
派
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
史
料
の
不
足
に
よ
り
こ
れ
以
上
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
、「
あ
し
び
き
絵
」
に
関
す
る
新
た
な
史
料
の
発
見
を
俟
ち
た
い
。 
 
 
 
二 
錯
簡
の
訂
正 
 
続
い
て
、「
芦
引
絵
」の
錯
簡
訂
正
作
業
を
行
う
。錯
簡
が
最
も
多
い
の
は
巻
五
で
あ
り
、
本
巻
を
中
心
に
錯
簡
の
訂
正
を
行
う
た
め
、
ま
ず
は
、
巻
五
の
各
段
の
内
容
を
簡
潔
に
示
し
て
お
く
。 
 
第
一
段 
若
君
の
父
得
業
、
若
君
の
殺
害
を
企
て
た
継
母
を
追
放
す
る
。 
第
二
段 
侍
従
君
、
比
叡
山
に
帰
る
。 
第
三
段 
侍
従
君
、
父
の
臨
終
に
か
け
つ
け
る
。 
第
四
段 
侍
従
君
、
父
の
法
要
後
、
日
吉
社
に
詣
で
る
。
の
ち
に
大
原
来
迎
院
の
傍
ら
に
庵
を
結
び
隠
棲
す
る
。 
第
五
段 
若
君
、
権
力
争
い
に
破
れ
、
隠
棲
を
決
意
す
る
。
隠
棲
の
前
に
春
日
社
に
詣
で
、
そ
の
の
ち
、
高
野
山
奥
院
に
入
り
修
行
を
す
る
。 
第
六
段 
侍
従
君
、
高
野
山
奥
院
で
若
君
と
再
会
。
の
ち
に
、
若
君
に
看
取
ら
れ
て
往
生
を
遂
げ
る
。 
第
七
段 
若
君
、
侍
従
君
の
死
後
、
東
山
長
楽
寺
に
庵
を
結
び
往
生
を
遂
げ
る
。 
 
は
じ
め
に
、
錯
簡
に
つ
い
て
の
先
学
の
指
摘
を
確
認
し
よ
う
。
小
松
茂
美
氏
は
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
に
お
け
る
解
説
で
、
巻
五
第
五
段
【
図
3
】
が
四
つ
の
画
面
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
９
）
。
こ
の
四
つ
の
場
面
を
、
本
稿
で
は
考
察
の
便
宜
を
図
り
、
右
か
ら
I
～
IV
の
番
号
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
I
で
は
、
一
人
の
僧
侶
が
社
殿
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
て
お
り
、
そ
の
傍
ら
を
主
人
の
女
性
一
人
と
付
き
人
の
男
女
一
人
ず
つ
の
三
人
組
が
通
り
過
ぎ
る
。
社
殿
の
中
心
か
ら
や
や
左
方
に
描
か
れ
た
松
の
木
の
下
に
は
、
鹿
が
二
頭
描
か
れ
て
い
る
。
松
の
右
隣
に
は
葉
を
赤
く
染
め
た
楓
も
描
か
れ
、
季
節
は
秋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
鹿
の
左
方
に
は
、
秋
草
が
描
か
れ
て
い
る
。
礼
拝
す
る
僧
侶
、
鹿
が
い
る
社
殿
と
い
う
光
景
か
ら
、
I
は
詞
書
通
り
春
日
社
に
参
詣
す
る
若
君
を
描
い
て
お
り
、
本
来
の
巻
五
第
五
段
の
絵
で
あ
る
と
わ
か
る
。 
次
に
II
を
見
て
い
こ
う
。
右
か
ら
視
線
を
進
め
て
い
く
と
、
ま
ず
稚
児
と
僧
侶
が
歩
き
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な
が
ら
会
話
を
し
て
い
る
様
子
が
目
に
入
る
。
そ
の
続
き
に
は
、
社
殿
の
前
で
、
石
の
上
に
腰
か
け
て
い
る
稚
児
が
描
か
れ
る
。後
半
の
画
面
の
下
部
に
は
、霞
が
白
群
で
表
さ
れ
、
印
象
的
で
あ
る
。
本
絵
巻
に
お
い
て
、
白
群
を
用
い
た
霞
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
II
と
IV
お
よ
び
巻
二
第
四
段
、
巻
二
第
五
段
の
み
で
あ
る
。 
小
松
氏
は
、
II
を
春
日
社
の
場
面
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
本
場
面
に
つ
い
て
は
、『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』
の
榊
原
悟
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
り
、
氏
は
「
こ
の
段
に
は
錯
簡
が
あ
り
、
本
来
第
二
巻
の
第
四
段
お
よ
び
第
五
段
に
続
く
べ
き
部
分
が
混
入
し
て
い
る
た
め
、
図
様
が
三
か
所
に
わ
た
っ
て
接
続
し
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
１
０
）
。
巻
二
第
四
段
は
、
若
君
が
東
南
院
を
脱
出
し
、
京
都
白
河
に
向
か
う
途
中
の
場
面
で
あ
る
が
、
詞
書
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。 
 
 
 
赤
山
の
前
を
過
て
大
原
の
方
へ
か
ゝ
り
け
る
が
、
法
師
の
相
た
り
け
る
に
、「
山
へ
は
か
く
の
ぼ
る
に
や
」
と
と
へ
ば
、「
こ
れ
に
は
侍
ら
ず
」
と
て
、
鷺
の
森
の
方
を
さ
し
て
を
し
へ
け
れ
ば
、
と
か
く
た
ど
る
程
に
酉
の
始
ば
か
り
に
不
動
堂
ま
で
は
ゆ
き
ぬ
。 
 
II
に
描
か
れ
る
稚
児
は
、
こ
の
場
面
以
前
に
描
か
れ
る
若
君
と
同
じ
水
干
を
着
用
し
て
お
り
、
法
師
も
、
森
を
指
す
動
作
が
詞
書
と
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
榊
原
氏
の
指
摘
通
り
、
本
場
面
は
巻
二
第
四
段
に
接
続
す
る
と
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
II
は
春
日
社
で
は
な
く
、
前
半
部
は
「
鷺
の
森
」
す
な
わ
ち
鷺
森
神
社
、
後
半
部
は
「
不
動
堂
」
す
な
わ
ち
無
動
寺
不
動
堂
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
１
１
）
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
巻
二
第
四
段
に
は
、
巻
二
第
五
段
の
絵
の
一
部
が
接
続
し
て
い
る
。
こ
の
絵
は
、
本
来
は
若
君
と
侍
従
君
の
再
会
の
場
面
で
あ
っ
た
が
、
稚
児
と
僧
侶
が
対
面
す
る
様
子
か
ら
、「
法
師
の
相
た
り
け
る
に
」
の
詞
書
に
対
応
す
る
場
面
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
III
に
は
、
三
頭
の
鹿
が
描
か
れ
、
白
壁
丹
塗
り
の
社
殿
、
紅
葉
し
た
葉
を
散
ら
す
楓
、
萩
な
ど
の
秋
草
が
描
き
こ
ま
れ
、
秋
の
風
景
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
情
景
か
ら
、
III
は
I
と
接
続
し
、
I
と
同
様
に
春
日
社
を
描
い
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
霞
の
形
状
に
着
目
す
る
と
、
I
の
画
面
右
下
の
霞
は
、
三
段
に
重
ね
ら
れ
、
画
面
の
縦
半
分
ほ
ど
の
高
さ
に
な
っ
て
い
る
。
右
上
端
の
霞
は
、
重
ね
ら
れ
ず
幅
は
狭
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
III
の
左
下
の
霞
は
重
ね
て
描
か
れ
、
画
面
半
分
ほ
ど
の
高
さ
に
な
っ
て
お
り
、
左
上
端
の
霞
は
重
ね
ら
れ
ず
、
幅
は
狭
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、現
状
と
は
逆
に
、
III
→
I
と
つ
な
が
る
場
面
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。し
か
し
、
III
と
I
は
完
全
に
は
接
続
せ
ず
、
間
に
欠
落
し
た
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
IV
に
は
、
白
壁
丹
塗
り
の
建
物
が
描
か
れ
、
そ
の
前
に
大
き
な
岩
が
双
璧
を
成
し
て
い
る
。
II
の
場
面
と
同
様
、
下
部
に
白
群
の
霞
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
II
の
後
ろ
に
接
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
榊
原
氏
は
先
の
解
説
に
お
い
て
、
IV
を
指
し
て
「
第
五
段
に
続
く
べ
き
部
分
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
IV
が
巻
二
第
五
段
の
冒
頭
場
面
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
の
記
述
で
あ
ろ
う
。巻
二
第
五
段
の
場
面
に
も
白
群
の
霞
が
描
か
れ
る
が
、
画
面
上
方
の
比
叡
山
に
続
く
道
を
取
り
巻
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
IV
が
こ
の
段
の
冒
頭
に
結
合
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
は
、
II
→
IV
と
接
続
し
、
巻
二
第
四
段
の
画
面
で
あ
る
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。
II
と
IV
も
、
画
面
は
完
全
に
は
接
続
し
な
い
た
め
、
間
に
欠
落
し
た
場
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
以
上
の
よ
う
に
、
III
→
I
が
本
来
の
巻
五
第
五
段
で
あ
り
、
II
→
IV
は
巻
二
第
四
段
の
場
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 
そ
の
他
、
錯
簡
が
あ
る
の
は
巻
五
第
七
段
【
図
4
】
で
あ
る
。
本
段
は
若
君
が
長
楽
寺
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の
近
く
に
庵
を
結
び
、
一
人
で
往
生
を
遂
げ
る
場
面
を
描
く
。
小
松
氏
は
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
の
場
面
解
説
に
お
い
て
、
本
場
面
は
二
段
分
の
絵
が
接
合
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
１
２
）
。
絵
の
前
半
は
、
樹
木
が
葉
を
散
ら
す
晩
秋
の
光
景
の
中
、
若
君
が
往
生
を
遂
げ
る
様
子
を
描
く
。
し
か
し
、
後
半
場
面
は
一
転
し
て
雪
景
色
と
な
り
、
庵
と
思
わ
れ
る
建
物
の
中
に
は
人
が
お
ら
ず
、
の
ち
に
続
く
場
面
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
松
氏
は
先
の
解
説
に
お
い
て「
網
代
垣
で
隔
て
た
瀟
洒
な
庵
室
は
、奈
良
上
人
こ
と
若
君
が
、
か
つ
て
移
り
住
ん
だ
大
原
か
高
野
か
。
だ
が
、
詞
書
の
説
明
に
従
う
限
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
庵
と
は
名
ば
か
り
の
簡
素
な
房
で
あ
っ
た
。が
、こ
の
結
構
を
尽
く
し
た
住
房
は
、
い
っ
た
い
、
た
れ
の
ど
こ
の
住
居
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。 
し
か
し
、
こ
の
解
説
に
は
、
二
点
の
誤
り
が
あ
る
。
一
つ
は
、
大
原
に
移
り
住
ん
だ
の
は
若
君
で
は
な
く
、
侍
従
君
で
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、
詞
書
に
は
「
簡
素
な
」
庵
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
一
方
で
、
本
場
面
を
一
続
き
の
場
面
と
み
な
し
た
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
る
（
１
３
）
。
だ
が
、
前
半
部
が
詞
書
と
対
応
し
た
場
面
と
な
っ
て
お
り
、
絵
巻
に
お
い
て
、
一
段
の
中
で
季
節
が
展
開
す
る
例
は
一
般
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
二
つ
の
段
が
接
続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
で
は
、
こ
の
雪
景
色
の
場
面
は
、
一
体
ど
こ
を
描
い
て
い
る
の
か
。
全
巻
の
詞
書
を
通
し
て
、
季
節
が
冬
で
あ
る
こ
と
を
示
す
字
句
や
、
雪
が
降
っ
た
と
い
う
記
述
は
無
い
。
そ
こ
で
、
画
面
に
描
か
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
か
ら
分
析
を
試
み
よ
う
。
ま
ず
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
庵
室
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
庵
室
の
前
に
は
、
網
代
垣
が
設
け
ら
れ
、
右
方
に
は
山
か
ら
水
を
引
く
た
め
の
筧
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
水
を
飲
む
た
め
に
小
鳥
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。
小
松
氏
は
、
こ
の
庵
室
が
大
原
か
高
野
山
に
構
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
な
が
ら
も
、
そ
の
構
え
を
「
瀟
洒
」
と
評
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
両
者
に
該
当
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
判
断
を
保
留
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
絵
巻
の
庵
室
の
描
か
れ
方
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
庵
室
は
、
隠
棲
者
の
住
居
の
定
型
を
使
用
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。 
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
、
一
つ
は
、
十
三
世
紀
末
成
立
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
（
上
巻
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
／
下
巻
・
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
）
の
上
巻
第
一
段
、
第
四
段
、
お
よ
び
下
巻
第
二
段
、
第
六
段
は
い
ず
れ
も
大
原
に
住
ん
だ
良
忍
の
庵
室
を
描
く
。
庵
の
傍
ら
に
は
小
柴
垣
が
植
え
ら
れ
、
筧
を
設
け
て
山
か
ら
水
を
引
い
て
い
る
。
続
い
て
、
四
十
八
巻
本
「
法
然
上
人
絵
伝
」（
京
都
・
知
恩
院
蔵
）
巻
十
六
第
一
段
に
は
、
高
野
に
隠
棲
し
た
明
遍
の
庵
室
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
周
囲
に
は
網
代
垣
が
設
け
ら
れ
、
傍
ら
に
は
筧
が
あ
り
、
本
場
面
と
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）巻
十
第
七
段
に
は
、高
野
に
隠
棲
し
た
教
懐
の
庵
が
描
か
れ
る
が
、
上
述
の
作
品
と
同
様
に
、
傍
ら
に
は
や
は
り
筧
が
描
か
れ
る
。
加
え
て
、
そ
こ
に
小
鳥
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
点
は
「
芦
引
絵
」
と
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
掃
墨
物
語
絵
巻
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）
下
巻
に
は
、
出
家
後
に
小
野
の
庵
室
で
隠
棲
生
活
を
送
る
母
娘
の
様
子
が
描
か
れ
る
が
、
庵
の
左
方
に
は
や
は
り
筧
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雪
景
色
で
あ
る
と
い
う
点
も
「
芦
引
絵
」
と
共
通
し
て
い
る
。 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
絵
巻
巻
五
第
七
段
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
絵
巻
制
作
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
、
庵
室
の
定
型
イ
メ
ー
ジ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
特
別
に
「
瀟
洒
」
と
評
す
べ
き
庵
室
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
す
る
と
、
本
場
面
は
、
庵
室
が
登
場
す
る
場
面
、
す
な
わ
ち
、
隠
棲
し
た
こ
と
が
詞
書
に
記
さ
れ
る
巻
五
第
四
段
の
大
原
、
あ
る
い
は
巻
五
第
六
段
の
高
野
山
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
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し
か
し
、
巻
五
第
四
段
【
図
5
】
に
は
、
絵
が
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。
絵
に
は
、
鐘
楼
や
多
宝
塔
が
描
か
れ
、
い
ず
こ
か
の
境
内
で
あ
る
よ
う
だ
。
境
内
を
三
人
の
僧
侶
が
左
方
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
お
り
、
そ
の
先
に
は
、
板
葺
屋
根
の
庵
室
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
二
人
の
僧
侶
が
座
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
端
座
し
、
数
珠
を
手
に
し
て
い
る
僧
侶
に
は
、
画
面
上
方
に
描
か
れ
た
山
に
か
か
る
紫
雲
か
ら
、
光
明
が
差
し
込
ん
で
い
る
。
も
う
一
人
の
僧
は
、
磬
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
小
松
氏
は
、
本
場
面
を
制
作
当
初
の
第
四
段
と
考
え
、
画
面
中
の
境
内
を
侍
従
君
が
詣
で
た
日
吉
社
、
庵
を
侍
従
君
の
大
原
の
庵
室
と
み
な
し
、
念
仏
修
行
を
し
て
い
る
場
面
と
解
釈
す
る
。 
だ
が
、
庵
室
の
光
景
は
、
明
ら
か
に
往
生
の
場
面
と
考
え
ら
れ
る
。
紫
雲
が
た
な
び
き
、
そ
こ
か
ら
往
生
者
に
光
明
が
差
し
込
み
、
往
生
者
の
傍
ら
に
は
磬
を
鳴
ら
す
善
知
識
が
い
る
と
い
う
描
写
は
、
前
出
の
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
や
「
法
然
上
人
絵
伝
」
に
も
見
ら
れ
る
典
型
的
な
往
生
の
場
面
の
描
き
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
場
面
は
、
侍
従
君
が
大
原
に
隠
棲
し
た
と
い
う
詞
書
内
容
と
は
齟
齬
が
あ
り
、
本
来
の
巻
五
第
四
段
で
は
な
い
と
わ
か
る
。 
詞
書
に
往
生
の
様
子
が
記
さ
れ
る
の
は
、
巻
五
第
六
段
【
図
6
】
お
よ
び
第
七
段
で
あ
り
、
第
七
段
に
は
す
で
に
若
君
の
往
生
の
場
面
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
場
面
は
第
六
段
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
面
は
、
侍
従
君
が
高
野
山
で
若
君
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
往
生
を
迎
え
る
様
子
を
描
い
て
い
る
と
結
論
さ
れ
る
。
現
在
第
六
段
に
は
後
補
の
絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
こ
ち
ら
の
絵
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
小
松
氏
が
日
吉
社
と
し
た
境
内
は
、
高
野
山
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
場
面
に
描
か
れ
る
階
段
や
鐘
楼
、
多
宝
塔
の
位
置
は
、
他
の
高
野
山
を
描
い
た
絵
画
や
絵
図
と
比
較
し
て
も
一
致
す
る
図
様
は
見
当
た
ら
ず
、
観
念
的
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
現
在
の
巻
五
第
四
段
が
本
来
の
第
六
段
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
七
段
の
庵
室
は
、
侍
従
君
が
隠
棲
し
た
大
原
の
庵
室
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
後
半
部
に
は
、
お
そ
ら
く
侍
従
君
の
隠
棲
生
活
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
、
本
絵
巻
の
錯
簡
の
訂
正
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
以
降
の
場
面
表
記
は
、
錯
簡
訂
正
後
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
【
図
7
～
11
】。 
  
三 
「
芦
引
絵
」
の
名
所
絵
的
要
素 
 
「
芦
引
絵
」
を
通
覧
す
る
と
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
中
世
的
な
名
所
絵
の
要
素
が
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
そ
の
要
素
が
見
ら
れ
る
場
面
に
つ
い
て
分
析
し
、
制
作
当
時
の
名
所
絵
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
材
料
を
提
示
し
た
い
。 
は
じ
め
に
、
錯
簡
を
訂
正
し
た
巻
五
第
四
段
【
図
8
】
か
ら
見
て
い
こ
う
。
本
段
に
描
か
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
錯
簡
訂
正
の
作
業
に
お
い
て
確
認
し
た
た
め
繰
り
返
し
は
避
け
る
。
ま
ず
は
、
本
段
の
季
節
に
着
目
し
た
い
。
本
段
の
詞
書
は
、
季
節
に
つ
い
て
全
く
語
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
巻
通
し
て
唯
一
、
雪
の
積
も
る
冬
の
景
と
な
っ
て
い
る
。 
本
場
面
に
お
い
て
冬
の
季
節
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、「
大
原
」
と
い
う
歌
枕
を
意
識
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
大
原
と
い
う
土
地
に
は
、
多
く
の
歌
人
が
隠
棲
し
、
そ
こ
で
和
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
、
隠
遁
す
る
土
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
形
成
さ
れ
た
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
場
面
が
隠
棲
者
の
庵
室
の
定
型
を
使
用
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
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ら
も
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
片
桐
洋
一
氏
に
よ
る
と
、
隠
棲
の
地
と
し
て
の
大
原
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
炭
竃
お
よ
び
炭
を
焼
く
煙
で
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
歌
人
た
ち
は
、
大
原
で
の
炭
竃
、
炭
焼
き
の
情
景
を
数
多
く
読
ん
だ
と
い
う
（
１
４
）
。
炭
焼
き
は
、
冬
に
行
わ
れ
た
た
め
、
必
然
的
に
冬
の
季
節
が
詠
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
当
該
国
の
歌
枕
を
掲
出
し
、
そ
の
歌
枕
を
詠
み
こ
ん
だ
和
歌
を
列
挙
す
る
『
歌
枕
名
寄
』
の
「
大
原
」
の
項
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
和
歌
が
あ
る
。 
 
こ
り
つ
み
て
真
木
の
炭
焼
ひ
を
ぬ
る
み
大
原
山
の
雪
の
村
消
（
和
泉
式
部
） 
大
原
や
比
良
の
高
ね
の
近
け
れ
は
雪
降
ほ
と
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
（
西
行
） 
 
和
泉
式
部
の
和
歌
は
、
片
桐
氏
の
指
摘
通
り
、
炭
焼
き
の
光
景
を
詠
ん
で
お
り
、
冬
の
情
景
を
よ
り
明
確
に
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
雪
も
詠
み
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
西
行
の
和
歌
で
は
、
炭
焼
き
は
登
場
し
な
い
が
、
雪
降
る
大
原
の
情
景
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
西
行
の
時
代
に
は
、「
炭
竃
」
や
「
炭
焼
」
と
い
う
語
句
が
な
く
と
も
、「
大
原
」
は
「
雪
」
と
結
び
つ
く
土
地
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
歌
枕
で
は
、「
吉
野
山
」
が
「
雪
」、
「
龍
田
川
」
が
「
紅
葉
」
と
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
に
、「
大
原
」
は
「
炭
焼
／
炭
竃
」・
「
雪
」
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
本
段
は
、「
大
原
」
と
い
う
土
地
が
持
つ
歌
枕
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
冬
の
雪
景
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。 
続
く
巻
五
第
五
段
【
図
9
】
も
、
歌
枕
の
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
、
名
所
絵
的
な
要
素
を
持
つ
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
本
段
を
春
日
社
の
社
景
を
描
い
た
「
春
日
宮
曼
荼
羅
」
の
諸
作
例
と
比
較
し
て
み
る
と
、
あ
る
程
度
実
景
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
若
君
が
い
る
の
は
西
御
廊
の
付
近
で
あ
り
、
さ
ら
に
西
御
廊
を
囲
う
よ
う
に
廊
が
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
門
と
そ
こ
に
接
続
す
る
廻
廊
ま
で
の
範
囲
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
人
組
の
参
詣
者
の
上
方
に
あ
る
霞
の
間
か
ら
は
、
瑞
垣
が
垣
間
見
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
右
側
、
瑞
垣
の
内
部
に
は
縁
束
が
確
認
で
き
、
本
殿
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
し
か
し
、
若
君
が
い
る
場
所
を
西
御
廊
の
あ
た
り
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
こ
の
角
度
か
ら
見
え
る
瑞
垣
は
、
御
廊
に
囲
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
描
か
れ
た
御
廊
と
、
そ
こ
か
ら
伸
び
る
屋
根
は
う
ま
く
接
続
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
屋
根
の
下
に
描
か
れ
る
は
ず
の
壁
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
本
場
面
の
本
殿
に
は
、
縁
束
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
春
日
宮
曼
荼
羅
」
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
本
殿
に
縁
束
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
建
築
の
不
整
合
が
、
謄
写
過
程
で
生
じ
た
も
の
か
、
原
本
を
継
承
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も
、
絵
師
は
実
際
に
春
日
社
を
実
見
し
た
の
で
は
な
く
、
宮
曼
荼
羅
な
ど
の
先
行
す
る
春
日
社
の
図
像
を
利
用
し
て
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
続
い
て
、
本
場
面
の
季
節
に
着
目
し
た
い
。
画
面
右
方
に
鹿
の
群
れ
が
三
頭
、
左
に
二
頭
描
か
れ
る
。
葉
を
赤
く
染
め
た
樹
木
や
秋
草
が
描
か
れ
、
秋
の
光
景
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
段
の
詞
書
は
、
こ
の
物
語
が
展
開
す
る
季
節
に
つ
い
て
一
切
語
ら
な
い
。 
本
段
も
巻
五
第
四
段
の
「
大
原
」
と
同
様
に
、「
春
日
」
と
い
う
歌
枕
名
所
へ
の
意
識
か
ら
、
季
節
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
春
日
」
の
名
所
絵
に
つ
い
て
は
、
千
野
香
織
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
（
１
５
）
。
千
野
氏
に
よ
れ
ば
、
十
世
紀
の
名
所
絵
に
お
い
て
、「
春
日
」
は
特
に
「
春
日
野
」
と
い
う
地
名
、「
春
」
と
い
う
季
節
、「
若
菜
摘
」
と
い
う
題
材
と
分
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か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
十
二
世
紀
に
入
る
と
、「
春
日
山
」
と
「
鹿
」
を
組
み
合
せ
て
和
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
鹿
」
が
登
場
す
る
以
上
、
季
節
は
必
然
的
に
「
秋
」
と
な
っ
た
。
十
三
世
紀
に
入
る
と
、「
春
日
野
・
春
・
若
菜
摘
」
の
組
み
合
わ
せ
は
消
滅
し
、「
春
日
山
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
が
定
着
す
る
。 
さ
ら
に
氏
は
、
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
頃
に
は
、
南
都
八
景
の
事
例
か
ら
、「
春
日
野
・
鹿
」
あ
る
い
は
「
春
日
野
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
に
変
化
し
た
と
分
析
す
る
。
南
都
八
景
の
初
出
は
、『
蔭
涼
軒
日
録
』
寛
正
六
年
（
一
四
六
三
）
九
月
二
六
日
条
で
あ
り
、
題
は
「
東
大
寺
鐘
、
春
日
野
鹿
、
南
円
堂
藤
、
猿
沢
池
月
、
佐
保
川
蛍
、
雲
居
坂
雨
、
轟
橋
旅
人
、
三
笠
山
雪
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
初
出
は
寛
正
六
年
で
あ
る
が
、
楢
崎
宗
重
氏
に
よ
っ
て
、
詩
と
歌
自
体
の
成
立
は
、
詠
者
の
官
職
か
ら
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
正
月
二
六
日
か
ら
同
三
年
一
二
月
二
四
日
の
間
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
６
）
。
ま
た
、
南
都
八
景
以
前
に
南
都
十
詠
が
存
在
し
た
こ
と
が
、『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
永
徳
元
年
二
月
九
日
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
、
千
野
氏
は
そ
の
中
に
「
雲
居
坂
雨
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
都
十
詠
と
南
都
八
景
は
ほ
ぼ
重
複
す
る
と
説
く
。
こ
の
記
事
が
、
南
都
八
景
の
推
定
成
立
時
期
の
一
年
ほ
ど
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
首
肯
す
べ
き
指
摘
だ
と
思
わ
れ
る
。 
さ
ら
に
千
野
氏
は
、
南
都
八
景
の
「
春
日
野
鹿
」
を
題
と
し
て
、
一
条
公
勝
が
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
和
歌
「
春
日
山
峯
の
あ
ら
し
や
寒
か
ら
む
ふ
も
と
の
野
辺
に
鹿
ぞ
な
く
な
る
」
は
、
題
の
「
春
日
野
」
で
は
な
く
「
春
日
山
」
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
和
歌
に
お
い
て
は
「
春
日
山
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
か
ら
南
都
八
景
は
す
で
に
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
題
の
「
春
日
野
」
と
和
歌
の
「
春
日
山
」
の
い
ず
れ
が
、
絵
画
場
面
上
で
は
選
択
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
氏
は
、「
南
都
八
景
図
」
の
現
存
最
古
の
作
例
が
、
住
吉
具
慶
筆
「
南
都
八
景
画
帖
」（
神
奈
川
・
英
勝
寺
蔵
）
で
あ
る
た
め
、「
春
日
野
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
が
、
そ
れ
以
前
に
い
つ
ご
ろ
か
ら
絵
画
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
と
す
る
。 
し
か
し
、「
芦
引
絵
」
巻
五
第
五
段
は
、
南
都
八
景
成
立
か
ら
、
具
慶
筆
「
南
都
八
景
画
帖
」
の
間
の
空
白
を
埋
め
る
可
能
性
が
あ
る
。「
芦
引
絵
」
は
、
前
述
し
た
梅
津
氏
や
小
松
氏
の
意
見
に
従
う
な
ら
ば
十
五
世
紀
半
ば
す
ぎ
ご
ろ
、
仮
に
、
叡
山
本
の
図
様
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
て
も
、十
五
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
に
成
立
し
た
も
の
を
写
し
た
こ
と
に
な
り
、
南
都
八
景
に
よ
る
「
春
日
野
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
が
成
立
し
た
の
ち
の
制
作
で
あ
る
。
本
段
で
は
、
春
日
社
に
参
詣
し
た
若
君
が
心
中
で
以
下
の
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。 
 
神
も
な
を
う
き
を
す
て
ず
は
春
日
山
か
ひ
あ
る
法
の
道
し
る
べ
せ
よ 
 
こ
の
和
歌
自
体
は
、
春
日
明
神
に
仏
道
へ
の
導
き
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
、
名
所
の
枠
組
み
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、「
春
日
山
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
本
段
の
絵
に
は
、
春
日
社
の
周
辺
、
す
な
わ
ち
「
春
日
野
」
が
描
か
れ
、「
春
日
山
」
は
描
か
れ
て
い
な
い
。「
春
日
山
」
を
詠
み
込
む
和
歌
で
あ
る
の
に
、
絵
は
「
春
日
野
」
を
描
い
て
い
る
の
は
、
千
野
氏
が
指
摘
し
た
、
南
都
八
景
の
「
春
日
野
鹿
」
と
い
う
題
に
対
し
て
和
歌
は
「
春
日
山
」
を
詠
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
状
況
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
千
野
氏
は
「
南
都
八
景
図
」
の
現
存
最
古
の
作
例
が
具
慶
筆
「
南
都
八
景
画
帖
」
の
た
め
、「
春
日
野
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
が
、
そ
れ
以
前
い
つ
ご
ろ
か
ら
絵
画
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
巻
五
第
五
段
は
、「
春
日
山
」
を
詠
み
込
む
和
歌
で
あ
る
の
に
、
絵
は
「
春
日
野
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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本
絵
巻
成
立
時
、
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
後
半
に
は
、
和
歌
の
「
春
日
山
」
の
句
に
か
か
わ
ら
ず
、「
春
日
野
・
秋
・
鹿
」
の
組
み
合
わ
せ
で
絵
画
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
な
り
得
る
と
考
え
る
。
本
場
面
は
、
こ
の
時
期
の
「
春
日
」
の
名
所
絵
の
展
開
を
見
て
い
く
上
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
言
え
よ
う
。 
 
そ
の
ほ
か
、「
芦
引
絵
」
巻
二
第
二
段
、
第
三
段
は
、
第
二
段
の
「
長
月
十
日
余
り
」
と
い
う
詞
書
の
記
述
に
よ
っ
て
、
季
節
は
秋
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
歌
枕
名
所
の
要
素
が
見
ら
れ
る
。
第
二
段
は
、
若
君
が
侍
従
君
に
会
い
に
行
く
こ
と
を
決
意
し
、
興
福
寺
を
脱
出
す
る
場
面
を
描
く
が
、
旅
を
始
め
た
若
君
の
周
囲
に
は
、
興
福
寺
周
辺
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
鹿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
段
で
は
、
若
君
が
宇
治
を
通
っ
て
京
都
白
河
に
向
か
う
。
絵
の
前
半
は
宇
治
の
光
景
で
あ
り
、
平
等
院
と
宇
治
川
、
そ
し
て
川
に
か
か
る
橋
と
水
車
が
描
か
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
「
橋
」
と
「
水
車
」
は
、「
宇
治
」
と
い
う
歌
枕
と
結
び
つ
い
た
景
物
で
あ
り
、
本
場
面
は
、
こ
れ
ら
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
宇
治
」
と
い
う
歌
枕
名
所
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。 
 
 
 
お
わ
り
に 
  
以
上
、
本
稿
で
は
「
芦
引
絵
」
の
錯
簡
を
訂
正
し
、
錯
簡
訂
正
後
の
場
面
か
ら
、
本
絵
巻
が
、
歌
枕
名
所
を
強
く
意
識
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
世
の
名
所
絵
の
展
開
は
、
未
だ
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、「
芦
引
絵
」
の
よ
う
な
、
一
見
名
所
絵
と
は
無
関
係
に
思
わ
れ
る
作
品
か
ら
、
丁
寧
に
そ
の
要
素
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
様
相
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
    
註 
（
1
）
物
語
中
で
、
僧
侶
と
稚
児
の
呼
称
は
変
化
す
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
僧
侶
を
侍
従
君
、
稚
児
を
若
君
と
一
貫
し
て
称
す
る
。 
（
2
）
筆
者
は
以
前
、「
清
水
谷
」
は
清
水
谷
実
秋
、「
室
町
殿
」
は
足
利
義
教
が
適
当
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。（
藤
田
紗
樹
「『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
五
月
一
七
日
条
を
読
む 
―
「
あ
し
び
き
絵
」、「
職
人
歌
合
絵
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
上
村
清
雄
編
『
歴
史
＝
表
象
の
現
在
III 
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 
第
三
〇
五
集
』
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
）） 
（
3
）
藤
田
前
掲
論
文
（
2
） 
（
4
）
法
量
は
、
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
二
〇
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
を
参
照
。 
（
5
）
梅
津
次
郎
「
あ
し
ひ
き
絵
巻
」（『
美
術
研
究
』
八
九
、
一
九
三
九
）、
同
「
足
引
絵
巻
」（
長
坂
金
雄
編
『
続
日
本
絵
巻
物
集
成
』
二
、
一
九
四
二
）。
以
下
、
氏
の
指
摘
の
内
容
や
引
用
は
、
後
者
の
論
文
に
依
る
。 
（
6
）
千
野
香
織
「
土
佐
光
信
と
芦
引
絵
」（『
古
代
中
世
絵
画
史
研
究
会
会
誌
』
一
、
一
九
八
六
） 
（
7
）
相
澤
正
彦
「
粟
田
口
絵
師
考
（
上
）」（『
古
美
術
』
八
三
、
一
九
八
七
） 
（
8
）「
星
光
寺
縁
起
絵
巻
」
は
、
土
佐
光
信
が
描
い
た
原
本
の
精
巧
な
転
写
本
で
あ
る
-80- 
 
こ
と
が
、
榊
原
悟
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
榊
原
悟
「『
星
光
寺
縁
起
絵
』
私
見
」（『M
U
S
E
U
M
』
四
二
三
、
一
九
八
六
）
両
絵
巻
が
と
も
に
転
写
本
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
そ
の
表
現
の
共
通
は
看
過
し
難
い
。 
（
9
）
小
松
前
掲
著
書
（
4
） 
（
10
）
宮
次
男
編
『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五 
（
11
）『
室
町
物
語
集
』
上
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）
の
解
説
に
よ
る
。 
（
12
）
小
松
前
掲
著
書
（
4
） 
（
13
）
田
仲
遥
「《
芦
引
絵
》
研
究 
 
新
し
い
稚
児
物
語
と
し
て
の
《
芦
引
絵
》」（『
文
化
学
研
究
』
二
三
、
二
〇
一
四
） 
（
14
）
片
桐
洋
一
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典 
増
訂
版
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
の
「
お
お
は
ら
」
の
項
に
よ
る
。 
（
15
）
千
野
香
織
「
春
日
野
の
名
所
絵
」（
秋
山
光
和
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
秋
山
光
和
博
士
古
稀
記
念
美
術
史
論
文
集
』
便
利
堂
、
一
九
九
一 
千
野
香
織
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
千
野
香
織
著
作
集
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
〇
に
再
録
） 
（
16
）
楢
崎
宗
重
「
住
吉
具
慶
筆 
南
都
八
景
」（『
国
華
』
七
四
〇
、
一
九
五
三
） 
     
〔
図
版
出
典
〕 
【
図
1
】
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索 
【
図
2
】
～
【
図
6
】
公
益
財
団
法
人 
阪
急
文
化
財
団 
逸
翁
美
術
館
蔵
。
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
二
〇
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
よ
り
転
載
。 
【
図
7
】
～
【
図
11
】
公
益
財
団
法
人 
阪
急
文
化
財
団 
逸
翁
美
術
館
蔵
。『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
二
〇
の
掲
載
画
像
を
も
と
に
筆
者
作
成
。 
   
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）「
中
世
宮
廷
社
会
に
お
け
る
絵
巻
物
の
新
解
釈
と
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―
「
足
引
絵
」
を
中
心
に
―
」（
課
題
番
号:1
5
J0
0
9
9
4
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
  
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程 
 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
） 
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⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
延
宝
七
年
（
一
六
七
二
）
四
月
二
三
日
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
三
日
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
六
月
二
八
日
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
五
月
一
七
日
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
五
月
二
二
日
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
一
二
月
九
日
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
五
月
二
七
日
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
二
月
二
五
日
～
同
一
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
六
月
二
五
日
～
同
一
〇
年
五
月
二
八
日
年
月
日
寛
政
重
修
諸
家
譜
後
奈
良
天
皇
宸
記
実
隆
公
記
言
国
卿
記
実
隆
公
記
御
湯
殿
上
日
記
御
湯
殿
上
日
記
看
聞
日
記
看
聞
日
記
史
料
蘆
曳
巻
物
葦
曳
絵
葦
曳
絵
葦
曳
御
絵
葦
引
絵
詞
あ
し
ひ
き
の
ゑ
あ
し
ひ
き
の
ゑ
足
引
絵
足
引
絵
表
記
詞
書
　
堯
胤
法
親
王
絵
　
土
佐
光
信
全
五
巻
全
五
巻
後
花
園
天
皇
本
か
叡
山
本
叡
山
本
後
花
園
天
皇
本
全
五
巻
叡
山
本
全
五
巻
備
考
【表 1】 「あしびき絵」一覧 
